
 

 

「自律」「共生」 ～学力向上  感動の創造  共有･一体感～  
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『一を以て之を貫く』  ～京都清水寺  森  清範貫主の揮毫から～  

 

南部中学校長  黒見隆久  

  

雨の降らない空梅雨と思いきや、突然に大嵐のような強風、大雨、雷・・・そし

てまた３０度をはるかに超える猛暑の連続・・・に、「自然も急激に変化している

なぁ～」と感じます。コロナ禍のなかで感染拡大防止のために「マスク」、「手洗

い」、「消毒」はまだまだ必要ですが、マスクについては「熱中症」という生命の

危険に直結する事態（生死に関わる）を避けるために、登下校、体育の授業、部活

動、屋内外での諸活動の際には、「着用しない」という判断も重要になってきます。

「水分補給」とともに、学校でもご家庭でも地域でもお互いに気をつけていきまし

ょう。  

 京都清水寺の森清範貫主をご存じでしょうか？  

毎年末「今年の漢字」を清水寺の舞台で揮毫される方です。先日、南部町で講演

をされた際に、色紙をいただきました。  

題は「一以貫之（いちいかんし）」。  

「一を以て之を貫く」と訓読みをされる『論語』の中にある孔子の言葉のひとつ

です。孔子は、自分自身の人生は「ある一つのことで貫かれている」と言ったそう

です。孔子の言う「ある一つのこと」とは、「仁」という考え方です。「仁」とは、

人間にとって普遍的（全てに共通する）、根源的（最も基本となる）な心のありよ

うだと説いています。それは、他人に対して優しさとまごころをもち、柔軟な心と

謙虚な態度で生きていくことが大切だ･････と解釈されます。また、受け取り方に

よって「終始一貫して信念を貫くこと」という意味にも解釈されることもあります。

調べてみて「なるほどなぁ」と思いましたし、私自身は、森貫主の筆の勢いととも

に、「一（ひとつ）」、「貫（つらぬく）」という漢字の感覚に惹かれるものがあ

りました。私には「貫く」べきものが何か一つあるだろうか・・・そんなことを感

じさせてくれました。  

頂戴した作品は、生徒昇降口に展示（掲示）  

しています。是非、見てください。  

 

 
   

学級花壇で収穫を待つミニトマト  



 

 

  
【西部地区夏季総体】（6/2,3,17） 
 

◆野球 １回戦 7-0 対日野･江府 ２回戦 3-8 対福米   ◆剣道 個人戦 ２回戦敗退  

◆男子バスケットボール  43ー90 対境一   ◆女子バスケットボール 41ー87 対箕蚊屋 

◆卓球 団体戦(予選リーグ)  0-3 対弓ヶ浜 0-3 対淀江  0-3 対大山 個人戦 1,2 回戦敗退 

◆ソフトボール（法勝寺中との合同チーム） 

19-1 対加茂 21-0 対箕蚊屋 準決勝 19-2 対福米 決 勝 6-4 対東山 優勝 《県総体出場》 

◆水泳 １年男子 50M 平泳ぎ 岡﨑良佑 １位（大会新）  

１年男子 100M 平泳ぎ 岡﨑良佑 ２位 《県総体出場》 
 
【その他の記録】 
◆吹奏楽 サマーブラスコンサート(6/5 米子市公会堂)に出演 

 「Runaway Baby」 「ディスコ・キッド 2011」を演奏 

◆ソフトボール 第３６回鳥取県中学校ソフトボール選手権大会(6/11 北条中) 

１回戦 16-2 対湯梨浜･北条･倉吉西  準決勝 13-0 対福米  決勝 17-0 対東山  優勝 
   

 

 

１学期の期末テストも終わり、１０日ぶりに部活動が再開

しています。そのような中で、残すところ２週間余りで夏季

休業にはいりますが、この１学期の間、生徒のみなさんは主

体的に学習に取り組み、学習内容を習得できたでしょうか。 

南部中学校では、「基礎的な知識・技能を身につけさせる

こと」をテーマとして授業研究を進めています。実際には、

「効果的な課題を提示する」「自力解決による学びの時間を

つくる」「協働して学ばせる」などの視点を大切にした授業を目指しています。 

先日、「学習評価・評定」についての文書をご家庭に配布いたしました。その中でも、昨年度

より通知表の評価の観点に加わった「主体的に学習に取り組む態度」は、学力向上には欠か

せない観点であり、テストや課題提出だけで評価することは難しく、「授業中の意欲や学び合

う姿」、「学びを振り返る自己評価」などから丁寧に評価していけるものです。ホームページ

にも掲載いたしましたので改めてご覧ください。 

１学期も残りわずかとなりましたが、学び合いの中で、教室のあちこちから「わかった！」

「できた！」という声が聞かれるような授業を大切にしたいものです。 

 

 

 

 

 

 
   
 
 
Ｃ組の作業学習で栽培している玄関先の野菜畑！ 「ナス」「トマト」「トウモロコシ」「オクラ」「キュウ

リ」など八百屋の店先のように、様々な野菜が実ってきました。収穫の日が今から楽しみです。 

 

栄光の記録 

「主体的に学ぶ」 ～つかむ、ふかめる、まとめる～ 

南部中学校 

ホームページ紹介  
 

 

もうすぐ収穫が始まります！ ～学級園の野菜畑～ 


